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Abstract: Are there any diﬀerences between Japanese learners in Europe and native Japanese 
speakers when reading on-line kuchikomi reviews? We investigated 40 advanced learners in the 
UK, Germany, France, and Spain, and 20 Japanese native speakers using the ‘think-aloud’ 
method.
The results show some diﬀerences in interpretation. The European learners regard the use of 
symbols and emoticons as either ‘not reliable’ or ‘cute’. Japanese native speakers treat these as 
meaningful information. Furthermore Japanese natives accept detailed information on service 
and individual experience as an indication of the restaurant’s reputation, but European learners 
do not see this as useful information, arguing that individual experience cannot be generalized.
基幹型共同研究プロジェクト「コミュニケーションのための言語と教育の研究」
プロジェクトリーダー　野田尚史
（国立国語研究所 日本語教育研究・情報センター 教授）
プロジェクトの概要
非母語話者の日本語能力についての研究は，これまでは語彙に関する能力や文法に関する
能力というように伝統的な言語学の分類に従って進められることが多かった。このプロジェ
クトでは，現実のコミュニケーションの観点から日本語能力を「聞く」能力，「話す」能力，
「読む」能力，「書く」能力の 4つに分け，特にこれまで研究が盛んではなかった「聞く」「読
む」という理解能力に焦点を当てて，日本語非母語話者の理解過程や理解困難点を解明する。
研究方法は，非母語話者に理解した内容を母語で詳しく語ってもらうインタビュー調査を
基本にする。この研究によって話しことばと書きことばにおける非母語話者の日本語理解能
力が解明されることが期待される。これまで考えられていた以上に非母語話者は不正確な理
解をしていることや，初級レベルでもさまざまな理解ストラテジーを使っていることが明ら
かになるはずである。
